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目的

または での射影曲線について、その特異点における重複度から算出される不変量

などの関係を調べる



図

定義

特異点のリスト

上 次の射影曲線の特異点の重複度について

次数 ： 種数 ： として

ネーターの逆不等式

このような条件を満たすリスト を求める

注 ：リストの要素が つに満たない場合は を付け加えて

とする

注 ： の時のリストは のみ
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ネーターの逆不等式を満たすタイプ

として

条件

双有理不変量の計算

として
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定義

特異点のリスト

上 次の曲線の重複度 に対して

を満たすものを取り出す

と との関係

によって

が決まる

双有理不変量の計算

は と同様

プログラミング

上で定義した双有理不変量を を使って計算する



準備

ダイナミック宣言

述語Ａの消去

から まで繰り返し

リストの最初の３要素の和



リストの要素の二乗和

リストの要素 の二乗和

を 個要素に持つリスト を作る

リストの合成

要素の最大値が 最小値が で 以下の数の分割数のリストを作る



用不変量計算のプログラム

・リストを求める

の時のリスト ，

の時のリストの個数 確認用

・不変量の計算



タイプわけ

を計算

を計算

を計算

を計算



上での不足分＆ の場合の計算

を計算

を計算

を計算



用不変量計算のプログラム

※行った計算は の場合のみ

上 次の曲線の を出す

を計算

を計算

を計算



を計算

グラフ描写のプログラム

によるグラフィックス描写は、 年度の卒業論文

「第二種最大公約数の研究 長澤和樹」

を参考にした

なお などのグラフは の値によって色分けをする

表 での色分け

色

黒色

灰色

紺色

桃色

赤色

茶色

オレンジ

黄色

シーグリーン

緑色

濃い緑

スカイブルー

青色

濃い青

紫色

その他 白色

原点

倍率



座標変換

原点表示

直線表示

点を表示

軸、 軸表示

メモリ表示



座標表示



点（ ）を打つ

グラフを書く 座標 倍率 メモリ間隔

←ここに以下の表示させたいグラフの述語を書く















※

一度使ったアドレスは続けて使うことは出来ないので、もう一度グラフを表示させたいとき、

または別のグラフを表示させたいときには一度 を再起動する必要がある

それを避けるために一度使ったアドレスや溜めたデータをすべて消去する述語を以下に作成

した

なお、万人がこの述語を使えばいいというわけではなく、自分がどんなアドレス名にしたかを

確認してプログラムを組みなおす必要があることに注意

グラフの消去



その他のプログラム

タイプを の形にする

が ～ の時の タイプを表示する



述語 をテキストファイルに保存



結果

曲線の タイプ

表 ～ タイプ
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タイプ タイプ



タイプ タイプ

のグラフ

のグラフは を ～ の範囲で表示

した

次のページより表示
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考察

のグラフについて

の色分けにより縦のラインが現れる

元の曲線の を 、 を 、 を とすると、 重点が一個増えた曲線の不変量は

よって 重点が増えるたびに縦に点が現れる

の変化によって次の直線が現れる

直線

※直線は目視で判断した

予想

の時

と との間の領域には曲線は存在しない。

もしくは存在していたとしてもごくわずかである。

直線で現れる点のタイプをいくつか抜き出してみた

タイプ



タイプ

タイプ

のタイプ 特異点 の曲線 に注目してみる

タイプから を算出してみると確かに目視で求めた直線となった

一般的に、曲線のタイプが ならば直線

上に点が乗る

を動かして直線だけを表示させてみる
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と との間の領域にも点があるのが見て取れる

よって予想は成り立たない

直線群

の包絡線が存在する

のグラフについて

の色分けにより斜めのラインが現れる

元の曲線の を 、 を 、 を とすると、 重点が一個増えた曲線の不変量は、

同様に考えると

、 は同様

よって 重点が増えるたびに斜めに点が現れる

感想

プログラムがうまく動かなかったり、計算結果が何時間も出なかったり、大変でしたした。しか

しいろいろと勉強になりました。自分がいかに無知か悟りました。今回の研究は大学院での飯高先

生の研究の片鱗を味あわせてもらったので、今後に生かしていきたいと思います。この論文はベー

タ版です。いろいろと不備がありますが。今後研究していきますので、よろしくお願いします。


